砂防ダム貯砂量計算
　　河床データより、計画砂防ダムの貯砂量の計算を行います。
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――　計算水位のデータを作成します。
――　水位データの修正・出力をします。
――　砂防ダム貯砂量計算を行います。
――　計算書の表示・出力をします。
――　集計表の表示・出力をします。
――　貯砂効果量曲線を表示します。
――　終了
1． 河床データの作成

河床データは、「河川横断測量」にて作成します。

· 複数の河川がある場合、本川の後に支川を追加してください。（距離標データと対応していること。）
ただし、支川の追加距離は、「　計画砂防ダム地点からの追加距離　」になります。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支川
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本川


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支川
　　　　　　　　　　　　　　　　計画砂防ダム
２．水位データの作成
　　　最下流の断面の水位を標高で入力します。

　　　計算開始水位　　計算する最高水位

　　　計算終了水位　　計算する最低水位

　　　計算水位のピッチ　≧　０．０１ｍ

　　　　　計算水位　　Max = 1000水位

３．水位データの修正・出力
　　　水位データの修正・出力をします。

　　　ピッチ以外に指定水位がある場合、追加入力してください。

　　　摘要欄は、コメント（H.W.L , L.W.L等）に利用してください。


４．砂防ダム貯砂量計算
　　　計算条件

1． 計画河床勾配　――　１／ｎ

2． 扞止量の厚み　――　（m）

3． 貯砂量に対する調節量の割合　――　（％）

          計画河床勾配 ： ダムを建設したときの平常時堆砂勾配

　（一般的には現河床の1/2）
貯砂量 ： 平常時に堆砂する土砂量

扞止量 ： 土石流発生抑制量　―　堆砂によって生産が抑制される土砂量

扞止量の厚み ： 現地調査結果・地質調査結果等に基づいて推定する不安定土砂堆積厚

調節量 ： 土石流捕捉量　―　大規模出水で堆砂し、その後の中小出水で下流に流出する

土砂量（一時的に貯留される土砂量、一般的には貯砂量の10% ）
No.４

　　　　　　　　　　　No.0　　　　　　　　No.1  　　　　　　　　　No.2　　　　　　　　　　　No.３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調節量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画河床勾配　1/n


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貯　砂　量


現河床



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画河床高


　　　　　　　　　　　　　　　　　　扞止量の厚み（m）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調節量



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貯砂面積


５．計算書の表示・出力
    計算書の表示・出力を行います。

· プリンタ設定で、印刷の向きを「A４横」にしてください。
６．集計表の表示・出力
    集計表の表示・出力を行います。

７．貯砂効果量曲線
    貯砂効果量曲線を表示します。
８．貯砂効果量曲線のフォームをWord文章へ張り付ける方法
　　　手　順

１．貯砂効果量曲線を表示します。
　　　　　　２．「Alt」＋「PrintScreen」 を実行します。（クリップボードへコピーします。）

３．Wordを起動します。（ 「スタート」 「プログラム」 「Microsoft Word」 ）

４．Wordのツールバー 「張り付け」 を実行します。（ 「Ｃｔｒｌ」＋「Ｖ」 ）

５．終了

· グラフだけを取り出したいとき

２－１．手順、３．の前にペイントを起動します。（ 「スタート」 「プログラム」 「アクセサリ」 「ペイント」 ）

２－２．ペイントのメニューバー 「編集」 「張り付け」 を実行します。（ 「Ｃｔｒｌ」＋「Ｖ」 ）

２－3．ペイントのツールバー 「選択」 で、取り出したい部分をマウスで、左上隅～

右下隅へドラッグします。

２－４．ペイントのメニューバー 「編集」 「コピー」 を実行します。（ 「Ｃｔｒｌ」＋「Ｃ」 ）

２－５．ペイントを終了します。（編集の保存はしない。）

２－６．手順、３．から続けてください。

＊ グラフのサイズ、位置を変えたい場合

６．Wordへ張り付いた図形をマウスで右クリックします。

７．メニュー 「オブゼクトの書式設定」 を選択します。

８．「レイアウト」 「外周」 「OK」 を選択します。

９．サイズを変更したい場合、図形の４隅の１角をマウスでドラッグすると好きな大きさに変えられます。

１０．位置を変えたい場合、図形をマウスでドラッグして好きな位置に移動します。

ダムの有効高
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